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あ り,特に1953年にDNAの 二重 らせん構造が明ら
かになり,その50年後にはヒトゲノムの全塩基配列が
解読 されようとしている.21世紀の医学 ・生物学 は解
読された遺伝子の機能解析へ と発展 してい くことは疑
う余地がない 一方,当 初は遺伝子操作,ク ローニン
グ.塩基配列の決定など分子生物学研究の手法は,一
部の分子生物学研究者の職人芸に負うところが大 き





















究の現状 と問題点,さ らに21世紀への 「夢」を語 って
いただけるシンポジウムと考えた.
野々村祝夫先生(大 阪大),イ申川嘉紀先生(奈 良県
立医大),越田 潔先生(金 沢大)お よび秋田英俊先
生(名 古屋市立大)が,そ れぞれ精巣腫瘍,腎 細胞
癌,膀 胱腫瘍および前立腺癌における発癌 ・転移機構
について自らの研究成果 と共に今後の研究の発展の可
能性 を示 した.山本直樹先生(岐 阜大)は,泌 尿器科
腫瘍の遺伝子診断全般のレビューと遺伝子診断の社会
的および倫理面の問題を指摘 した.後藤章暢先生(神
戸大)は,遺 伝子治療の今 日までの成果 をレビ⊥一
し,今後の臨床応用への課題について述べた.賀 本敏
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